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鉄道コンテナで“ZERO G-Floor”の輸送振動計測試験を行いました。（横浜本牧駅↔東京貨物ターミナル駅）サ

下のグラフ青色が“ZERO G-Floor”のデータ。赤色が“コンテナ床“のデータです。ふたつのグラフを比較してみると1Gを超え最大9.8Gの振動幅であるコンテ

ナ床上に対し、“ZERO G-Floor”の場合1.6Gに制御できてます。つまり“ZERO G-Floor”は、防振性能として優れている事を示します。

防振板:ツインコーン

☜ 最大9.8G 

製品荷重

140～210kgⒶ

200～350kgⒷ

330～540kgⒸ

430～800kgⒹ

480～1040kgⒺ

最大1.9G☟
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コンテナの床上に計測器を設置

ZERO G-Floorの上に計測器を設置

平均値1.46G 

平均値0.72G 

1.6G 

※耐荷重に合った緩衝材を設置

鉄道コンテナへ “ZERO G-Floor” 6枚を搭載しました。
“ZERO G-Floor”は、搭載する製品重量に応じて適正な緩衝材を選定し振動を制御する商品です。

緩衝材□110/t50

荷役用アイボルトΦ10

□40スチール枠

衝撃安全ストッパー

Floor固定用木ビス

Floor固定用スチール板

スライドレール

コンテナ番線移動作業時の衝撃!! 


